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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
17
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人　
　

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

検
査
、
画
像
診
断
、
処
置
、
手
術

※ 

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
０
年
４
月
版
）』、『
２

０
１
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
第
３
回
は
９
月
18
日
）

第
2
回
社
保
講
習
会

日
時　

６
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

芝
池
高
之
氏
、安
田
成
男
氏（
㈱
ジ
ャ
パ
ン
デ
ン
タ
ル
）

内
容　

 

開
業
立
地
選
定
、
居
抜
物
件
の
成
功
例
・
失
敗
例
か

ら
学
ぶ
勘
所
な
ど

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

勤
務
医
対
象「
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

６
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

定
員　

50
人　
　

講
師　

㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

会
場　

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
２
号
会
議
室

会
費　

会
員
無
料

「
ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
＆
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
説
明

会（
実
習
付
き
）」

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

６
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員
50
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
基
礎
編
」

大
阪
市
西
部
・
東
部
・
南
部
地
区
共
催
講
習
会

日
時　

７
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

坂
東
永
一
氏
（
徳
島
大
学
大
学
院
名
誉
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
咬
合
調
整
の
基
礎
と
臨
床
」

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
31
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
会
議
室
（「
天
満
橋
」
駅
す
ぐ
）

講
師　

吉
田
春
陽
氏
（
守
口
市
開
業
）　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
要
介
護
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
訪
問
口
腔
ケ
ア
」

北
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮
橋
」
駅
か

ら
徒
歩
10
分
）

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
講
師
）
他

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

※
実
習
で
は
、「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク
基
礎
編「
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

投
稿
・
写
真
を
募
集
し
ま
す

　

消
夏
号
（
８
月
15
日
号
）
へ
の
会
員
投
稿
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
で
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
掲
載
者
に
は
薄
謝
進
呈
し
ま
す
。

　

左
記
の
応
募
要
領
を
ご
覧
の
上
、
新
聞
部
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
】

　

字
数
は
６
０
０
字
以
内
、
顔
写
真
（
近
影
）
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
テ
ー
マ
は
次
の
中
か
ら
お

選
び
く
だ
さ
い
。
①
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
に
関
す
る
こ

と
②
日
常
の
臨
床
に
関
す
る
こ
と
③
家
族
や
生
活
の

こ
と
④
夏
の
思
い
出
⑤
エ
ッ
セ
イ
、
川
柳
、
俳
句
、

詩
⑥
旅
行
記
な
ど

【
写
真
】

　

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ま
た
は
、
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
４

つ
切
り
以
下
で
お
願
い
し
ま
す
。
写
真
内
容
は
①
山

や
海
の
景
色
②
夏
に
ま
つ
わ
る
風
景
③
人
物
写
真―

で
お
願
い
し
ま
す
。

【
投
稿
先
】

　

郵
便
や
フ
ァ
ク
ス
（
０
６̃
６
５
６
８̃

０
５
６

４
）、
電
子
メ
ー
ル（n_m

atsuo@
doc-net.or.jp

）

で
、
協
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
締
め
切

り
は
７
月
10
日
必
着
。

2010年
消夏号

旅
行
記
や
夏
の
風
景
写
真
な
ど

得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
で
お
気
軽
に
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鮎
の
友
釣
り

れ
る
。
鮎
と
の
戦
い
が
始
ま

る
緊
張
の
瞬
間
だ
。
必
死
で

逃
れ
よ
う
と
す
る
鮎
の
力
と

川
の
流
れ
が
合
わ
さ
っ
て
す

ご
い
力
が
全
身
に
押
し
寄
せ

て
く
る
。
大
き
い
鮎
に
な
る

と
、
掛
か
っ
て
か
ら
取
り
込

む
ま
で
に
数
分
間
全
力
で
鮎

し
て
い
く
う
ち
に
少
し
ず
つ

楽
し
み
を
知
り
、
今
で
は
鮎

釣
り
の
な
い
夏
は
考
え
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　

毎
年
、
解
禁
日
が
過
ぎ
休

日
に
な
る
と
普
段
の
生
活
か

ら
か
け
離
れ
、
広
い
川
の
中

と
い
う
訳
な
の
だ
が
、
実
際

に
や
っ
て
み
る
と
そ
う
簡
単

に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

数
年
前
、
患
者
さ
ん
に
連

れ
ら
れ
て
始
め
て
み
た
の
だ

が
、
全
く
初
心
者
の
私
は
お

と
り
鮎
を
つ
か
む
こ
と
さ
え

出
来
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や

９
メ
ー
ト
ル
も
の
長
竿
を
ど

う
操
作
し
て
良
い
の
か
さ
っ

ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
と
ん
で

も
な
い
こ
と
を
始
め
て
し
ま

っ
た
と
思
っ
た
も
の
だ
。
し

か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
何

度
と
な
く
同
じ
事
を
繰
り
返

天
然
鮎
の
元
に
送
り
込
み
、

お
と
り
鮎
を
攻
撃
さ
せ
て
釣

る
と
い
う
鮎
の
闘
争
本
能
を

利
用
し
た
日
本
独
自
の
釣
り

で
、
私
の
趣
味
で
あ
る
。

　

要
は
、
お
と
り
鮎
に
対
し

て
他
の
鮎
に
体
当
た
り
を
し

て
も
ら
え
ば
勝
手
に
釣
れ
る

で
天
然
鮎
が
掛
か
る
瞬
間
を

待
ち
な
が
ら
竿
を
出
す
。
そ

し
て
、
お
と
り
鮎
が
追
わ

れ
、
天
然
鮎
が
掛
か
っ
た
直

後
、
ガ
ー
ン
と
い
う
手
応
え

と
と
も
に
竿
が
半
円
を
描
く

よ
う
に
大
き
く
曲
が
り
、
グ

イ
グ
イ
と
下
流
に
引
っ
張
ら

と
戦
う
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
そ
の
戦
い
が
終
わ
り
、

待
望
の
一
尾
を
手
に
入
れ
た

瞬
間
が
私
に
と
っ
て
の
至
福

の
時
で
あ
る
。

　

友
釣
り
を
初
め
て
数
年
経

つ
が
、
こ
の
瞬
間
を
何
度
も

味
わ
い
た
く
て
未
だ
に
釣
り

の
前
日
に
な
る
と
、
子
供
の

頃
の
遠
足
前
日
の
よ
う
に
興

奮
し
て
眠
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。

　

い
よ
い
よ
解
禁
、
私
に
と

っ
て
一
年
で
最
も
楽
し
み
な

季
節
が
や
っ
て
き
た
。

　

荒
木
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
７
月
15

日
付
は
、
荒
木
先
生
の
ご
紹

介
で
、
小
西
雅
人
先
生
（
北

区
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ

ま
す
。

　

鮎
は
川
の
中
で
自
分
の
縄

張
り
を
持
ち
、
そ
こ
に
入
っ

て
く
る
他
の
鮎
を
体
当
た
り

し
て
追
い
出
そ
う
と
す
る
習

性
を
持
つ
。
鮎
の
友
釣
り
と

は
そ
の
習
性
を
利
用
し
て
、

仕
掛
け
の
針
を
付
け
た
お
と

り
鮎
を
、
縄
張
り
を
持
っ
た

　

今
年
の
つ
ど
い
は
、「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
終
着
の
都

か
ら
世
界
の
非
核
平
和
を
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、

古
都
・
奈
良
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
理
事
の
テ
ィ
ル
マ
ン
・
ラ
フ
氏
の
記

念
講
演
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
以
後
の
核

兵
器
廃
絶
と
ア
ジ
ア
の
平
和
の
展
望
に
つ
い
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
す
る
予
定
で
す
。
会
員
・
ご
家

族
、職
員
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
参
加
費

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
医
学
者　

５
０
０
０
円

　

医
療
関
係
者
・
事
務
局　

２
０
０
０
円

　

医
学
生　

１
０
０
０
円

　

一
般
市
民　

無
料

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

℡
０
６―

６
５
６
８―

７
７
３
１

　

担
当
事
務
局
／
岡
﨑
・
西
村
・
片
方

第21回 核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める

医師・医学者のつどいin奈良

●13：00～　市民公開企画（奈良女子大学講堂）
　□芝居・読み語り「父と暮せば」　佐々木梅治氏
　□仏教者の挨拶　薬師寺・安田暎胤長老
　□記念講演　「NPT再検討会議とICAN運動
 ―核兵器禁止条約の実現を」
　　ティルマン・アルフレッド・ラフIPPNWオーストラリア代表
●17：45～　全体会（奈良ロイヤルホテル）
●19：00～　レセプション（奈良ロイヤルホテル）

●９月18日（土）

●10：00～　市民公開シンポジウム（奈良女子大学講堂）
　「世界の平和に向け、奈良から第一歩を踏み出そう」
●12：30～　まとめの全体会（奈良女子大学講堂）

●９月19日（日）

　　シルクロード終着の都から世界の非核平和を　　

主催  第21回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者
のつどい実行委員会／核戦争に反対する医師の会

荒
木　

啓
伸（
富
田
林
市
）


